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布　

施　

浄　

慧

　

本
編
は
前
号
に
引
き
続
き
、
幸
心
潅
頂
の
後
夜
に
当
る
胎
蔵
式
の
行
様
を
示
す
元

編
の
『
伝
授
要
意
』（『
智
山
全
書
』
以
下
『
智
全
』

第
九
巻
三
九
三
頁
以
下
）
の
文
を
訓
下
し
、
そ
の
元
と
な
る
勝
覚
の
『
新
撰
式
』（
三
巻
式
）
の
本
文
と
対
校
し
、
註
を
施
す
も
の
で
あ
る
。

記
述
の
様
式
は
前
稿
に
準
ず
る
。

　

実
修
に
つ
い
て
は
、
現
今
智
積
院
道
場
で
『
三
巻
式
』
の
伝
統
を
重
視
し
つ
ゝ
、『
智
山
法
要
便
覧
』
第
二
集
所
説
に
從
っ
て
勤
修
さ

れ
て
い
る
。
今
殊
に
後
夜
修
法
の
現
况
に
つ
い
て
云
え
ば
、
幸
心
潅
頂
は
一
夜
式
で
あ
っ
た
と
い
う
行
わ
れ
方
を
今
に
伝
え
る
た
め
、
化

主
猊
下
開
壇
の
と
き
一
夜
式
の
規
模
で
行
う
。
初
夜
潅
頂
が
終
了
す
る
と
、
内
道
場
の
荘
厳
は
直
ち
に
後
夜
道
場
荘
厳
と
荘
り
変
え
る
。

　

先
ず
大
壇
に
お
い
て
は
敷
曼
荼
羅
は
今
ま
で
の
金
の
敷
曼
荼
羅
の
上
に
胎
蔵
曼
荼
羅
を
重
ね
、
壇
線
は
今
ま
で
の
を
用
い
て
四
橛
に
下

纒
に
巻
き
替
え
、
五
瓶
、
大
佛
供
の
色
次
第
は
胎
蔵
（
白
赤
黄
青
黒
）
に
從
い
置
く
。
中
瓶
（
白
造
花
）
は
曼
荼
羅
大
日
と
宝
幢
の
間
に
、

輪
は
無
量
寿
と
般
若
と
の
間
に
置
く
。
脇
机
に
は
初
夜
と
同
様
佛
布
施
を
置
き
、
四
面
噐
は
胎
の
水
を
用
い
て
盛
り
替
え
る
。
小
壇
所
は

初
夜
と
大
阿
・
受
者
の
座
が
異
る
。
從
っ
て
東
座
の
両
側
に
脇
机
を
置
き
、
六
噐
は
西
方
に
荘
り
お
く
。
ま
た
祖

壇
は
香
花
の
み
盛
り

替
え
る
の
み
で
あ
る
。（
詳
細
は
同
書
一
七
六
頁
の
後
夜
道
場
荘
厳
図
参
照
）
金
胎
を
同
じ
壇
を
用
い
る
の
で
、
こ
れ
を
一い
ち

壇だ
ん

構が
ま
えと
い
い
、



二

現
在
は
講
堂
中
央
の
間
内
陣
の
壇
を
用
い
勤
修
し
て
い
る
。

　

二
会
以
下
は
講
堂
西
の
間
を
初
夜
道
場
、
同
じ
く
東
の
間
を
後
夜
道
場
と
定
め
、
別
壇
で
順
次
行
な
い
、
多
数
の
勤
修
者
に
対
応
し
て

い
る
。

先
ず
大
阿
闍
梨
入
堂
し
、
礼
盤
に
着
す
。

　

内
道
場
荘
厳
等
の
事
、
別
記
の
如
し
。
是
の
故
に
煩
し
く
こ
れ
を
記
せ
ず
。

　

後
夜
時
尅
の
事
。『
1

治
承
記
』
に
い
わ
く
。「
卯
一
點
に
て
式
衆
皆
参
堂
著
座
す
」
是
れ
則
ち
『
2

日
疏
』
第
四
七
張

左

「
食
前
に
息
災
を

作
す
べ
し
」
と
い
う
意
な
り
。
式
衆
参
堂
の
由
、
教
授
は
大
阿
を
案
内
す
。
大
阿
は
初
夜
の
如
く
後
戸
よ
り
参
堂
す
。（
但
し
入
堂
の
時
、

胎
蔵
界
の
式
を
懐
中
せ
し
む
る
は
当
流
の
例
な
り
と
。

　

蓋
し
後
朝
に
付
属
の
作
法
あ
る
故
に
、
用
う
る
に
付
属
の
衣
体
を
着
し
、
或
は
ま
た
初
夜
の
如
く
平
袈
裟
を
着
し
、
付
属
の
袈
裟
は
廣

蓋
様
の
物
に
入
り
て
儲
け
置
き
、
朝
に
臨
ん
で
こ
れ
を
与
う
る
か
。

　

若
し
3

両
壇
構
な
れ
ば
、
金
界
の
壇
に
向
か
い
、
一
礼
し
、
次
に
東
壇
に
臨
ん
で
三
礼
す
。
但
し
五
古
、
扇
を
香
呂
箱
に
入
れ
、
香
呂

を
取
り
三
礼
す
。（
一
説
に
は
五
古
を
持
ち
添
え
て
即
三
礼
、
登
壇
し
て
脇
机
に
置
く
と
。
此
れ
今
時
の
様
な
り
）

註
1 

『
治
承
記
』　

勝

撰　

正
蔵
78
四
二
〇
ｃ

註
2 

『
日
疏
』　

大
日
経
疏
を
略
し
、
本
書
に
は
こ
の
略
名
を
用
い
る
。
法
時
の
相
応
時
を
三
時
に
分
け　

息
災
は
食
前
、
増
益
は
暮
間
、
降
伏
は
夜
間
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を
明
す
。（
正
蔵
39
六
一
八
ａ
）

註
3 
両
壇
構　

一
つ
の
道
場
に
金
剛
界
壇
を
西
方
に
、
胎
蔵
壇
を
東
方
に
構
え
る
こ
と
を
い
う
。

次
に
供
養
法
例
の
如
し

　
1

次
に
着
座
普
礼
已
下　

常
の
如
し

　

次
に
神
分
等
こ
れ
を
用
い
ず
。
金
二
丁
打
っ
て
直
ち
に
九
方
便
を
修
す
。

　

次
に
勧
請
（
常
の
如
し
。
但
し
入
句
別
に
異
る
故
に
こ
れ
を
出
す
。

　
　

護
持
受
者
成
悉
地　
　

滅
罪
生
善
除
障
難

　
　

消
除
無
明
妄
三
業　
　

顕
得
薩
埵
心
月
輪

　
　

決
定
不
退
三
密
行　
　

自
他
円
満
無
上
覚

　

右
の
六
句
『
2

治
承
記
』
の
裏
付
に
、「
報
恩
院
の
仰
せ
を
以
っ
て
私
に
こ
れ
を
註
し
了
る
」
と
。
若
し
こ
の
意
に
依
れ
ば
、
報
恩
院
に

は
句
を
減
ぜ
ず
用
い
来
る
と
見
た
り
。

　

然
る
に
洞
泉
の
い
わ
く
、「
3

降
臨
の
句
の
次
に　

護
持
受
者
除
障
難
、
滅
罪
生
善
成
悉
地
の
句
を
加
う
當
流
に
は
、
消
除
無
明
妄
三

業
、
顕
得
薩
埵
心
月
輪
を
誦
せ
ざ
る
な
り
。
其
の
所
以
は
彼
の
二
句
は
初
台
後
金
の
時
こ
れ
を
用
う
。
今
は
初
夜
に
無
明
を
断
じ
て
心
月

を
見
る
故
に
こ
れ
を
誦
え
ず
」
と
。（
已
上
胎
蔵
界
口
決
）

　

議
し
て
い
わ
く
。
若
し
実
深
の
『
潅
頂
記
』
並
び
に
頼

、
教
舜
の
式
、『
文
永
記
』『

伽
傳
燈
抄
』
に
依
れ
ば
専
ら
消
除
無
明
等
の



四

加
句
あ
り
。
こ
れ
ら
は
皆
こ
れ
初
金
後
台
の
傳
な
れ
ど
も
、
こ
の
加
句
を
憚
ら
ず
。
若
し

れ
ば
洞
泉
の
説
は
後
人
才
覚
の
為
こ
れ
を
加

う
る
や
。

　

且
つ
ま
た
こ
の
消
除
無
明
等
の
後
の
四
句
の
文
は
、『
4

阿
闍
梨
潅
頂
儀

』
の
後
批
に
出
す
。
是
れ
恐
く
は
祖

相
承
の
入
句
な
ら

ん 

か
。

　

次
に
五
誓
願
（
五
誓
願
了
っ
て
「
護
持
受
者
成
所
願
」
の
送
句
、
阿
闍
梨
心
念
に
こ
れ
唱
う
。

　

五
古
を
香
呂
箱
に
こ
れ
を
置
く
。

　

次
に
5

前
讃

　

次
に
普
供
養
（
転
明
妃
）
三
力
（
金
一
丁
）

　

次
に
珠
を
置
き
行
法
に
入
る
。（
職
衆
佛
眼
の
呪
を
念
ず
。
但
し
心
念
に
し
て
音
に
出
さ
ざ
る
な
り
）

　

次
に
振
鈴
（
職
衆
こ
れ
よ
り
已
後
、
心
念
に
當
界
の
大
日
の
呪
を
誦
ず
る
な
り
）

　

振
鈴
以
後
暫
く
あ
っ
て
教
授

座
を
起
っ
て
堂
内
に
入
り
便
冝
の
処
に
催
す
。
或
る
口
伝
に
い
わ
く
。「
振
鈴
後
早
く
座
を
起
つ
は
然

る
べ
か
ら
ず
。
大
阿
闍
梨
振
鈴
後
に
消
々
所
作
あ
る
に
由
る
が
故
に
、
早
く
座
を
起
つ
人
は
口
伝
沙
汰
の
無
き
者
か
と
」
此
の
伝
尤
も
指

南
と
す
べ
し
。

　

大
阿
字
輪
観
、
本
尊
加
持
、
佛
母
加
持
畢
っ
て
聊
か
念
珠
を
摺
っ
て
礼
盤
を
降
り
て
平
座
に
著
す
。
散
念
誦
こ
れ
を
満
す
。
時
に
教
授

承
仕
を
召
し
て
礼
盤
様
の
物
を
徹
す
る
こ
と
初
夜
の
時
の
如
し
。

註
1 

着
座
普
礼
已
下　

常
の
如
し



五

訓
下
・
加
註　

伝
法
潅
頂
胎
蔵
界
式
伝
授
要
意　

元

編

 

常
の
如
し
と
は
胎
蔵
界
念
誦
次
第
の
行
法
を
勤
修
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
着
座
普
礼
よ
り
始
め
て
中
間
作
法
に
至
る
ま
で
の
次
第
を
い
う
。
式
に

は
次
第
作
法
は
略
し
、
正
念
誦
終
了
以
後
の
所
作
を
示
す
。
本
書
に
は
常
の
如
し
と
あ
る
が
、
神
分
、
勧
請
、
五
誓
願
、
前
讃
、
普
供
養
三
力
、

大
金
剛
輪
以
下
の
次
第
振
鈴　

立
座
、
散
念
誦
の
各
項
目
を
揭
げ
、
若
干
の
留
意
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

註
2 

『
治
承
記
』
勝
賢
撰　

治
承
三
年
四
月
十
二
日
勤
修
の
記
。
こ
の
六
句
を
明
す
に
、
次
勧
請
（
消
除
無
明
等
の
句
あ
り
）

 

裏
書
と
し
て
六
句
を
上
げ
る
。
但
し
、
護
持
の
句「
成
悉
地
」の
と
こ
ろ「
除
不
障
」と
並
記
し
、
滅
罪
の
句
の「
除
障
難
」は「
成
悉
地
」一
本
に
は「
成

所
願
」
の
文
言
あ
る
こ
と
を
明
す
。
更
に
決
定
の
句
「
三
密
行
」
は
「
菩
薩
行
」
と
し
、
最
後
に
「
天
下
法
界
同
利
益
」
を
加
え
書
し
て
い
る
。（
正

蔵
78
四
二
〇
ｃ
）

註
3 

降
臨
の
句
。
勧
請
の
文
第
八
の
「
降
臨
壇
場
受
妙
供
」
を
指
す
。

註
4 

『
阿
闍
梨
潅
頂
儀

』　

正
蔵
⑱
一
九
二
ｂ

註
5 

前
讃　

胎
の
前
讃
は
、
四
智
梵
語
、
心
略
梵
語
、
西
方
讃
。
讃
所
に
於
い
て
職
衆
こ
れ
を
唱
う
。

　

次
正
念
誦
畢
っ
て
（
教
授
）
坐
を
起
っ
て
、
五
瓶
を
一
々
に
取
っ
て
各
三

壇
を

っ
て
即
ち
小
壇
の
机
に
置
く
。
本
方
に
違
せ
ず
。

中
瓶
は
中
央
に
置
く
。
丑
寅
の
角
の
瓶
は
東
に
置
き
、
辰
己
の
瓶
は
南
に
置
き
、
未
申
の
瓶
は
西
に
置
き
、
戌
亥
の
瓶
は
北
に
置
く
。

皆
花
を
拔
い
て
各
の
本
所
に
置
く
。

　

次
に
1

教
授
五
瓶
行
道　
（
古
来
の
一
説
に
、
阿
闍
梨
の
命
を
承
り
五
瓶
行
道
を
始
む
。
一
説
に
は
大
阿
の
命
を
承
ら
ず
し
て
行
道
を
始

む
。
今
時
は
後
説
を
用
う
る
な
り
）

　
『
2

具
縁
品
』
第
二
に
い
わ
く
。「
四
方
の
所
成
の
瓶
に
衆
の
藥
宝
を
盛
り
満
じ
て
、
普
賢
と
慈
氏
尊
と
及
び
除
蓋
障
と
除
一
切
悪
趣
と



六

を
も
っ
て
加
持
を
作
し
、
彼
れ
潅
頂
時
に
お
い
て
ま
さ
に
妙
蓮
の
上
に
置
く
べ
し
。（
已
上
頌
文
）
但
し
中
台
の
瓶
は
こ
れ
を
示
さ
ず
。

然
れ
ど
も
其
の
印
真
言
の
説
処
を
勘
え
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

　

先
ず
外
五

印
と
は
『
3

略
出
経
』
第
二
（
二
十
五

左

）
に
い
わ
く
。「
持
誦
の

一
切
の
佛

を
承
り
、
そ
の
五

を
も
っ
て
想
つ
て
其

の
杵
の
中
に
置
け
。（
中
略
）
次
に

を
結
ぶ
法
を
説
か
ん
。
先
ず
金
剛
縛
し
已
っ
て
忍
願
こ
の
度
を

て
、
進
力
の
度
を
も
っ
て
忍
願

の
傍
に
於
い
て
曲
る
る
刄
の
如
く

に
相
去
る
こ
と
両
の
大
麥
許
り
せ
よ
。
ま
た
定
と
智
と
の
度
と
及
び
檀
慧
と
を
も
っ
て
両
を
相
い
合

わ
せ

て
て

股
の
如
し
。
こ
れ
を
五
金
剛

と
名
づ
く
」

　

又
『
4

祇
経
』
上
（
六
左

　

）
に
い
わ
く
。「
窣
覩
波
の
印
を
結
び
明
を
誦
し
て
四
処
に
加
し
普
賢
三
昧
耶
な
り
。
進
力
を
屈
し
て
鉤
と

な
し
、
檀
慧
と

智
と
を
合
せ
よ
。
是
れ
を
彼
の
大
印
と
も
名
づ
く
」
こ
れ
ま
た
五
股
を
説
く
文
な
り
。

　

真
言
は
『
5

大
日
経
』
第
三
（
十
張

右

）
に
い
わ
く
。「
爾
の
時

盧
遮
那
世
尊
、
四
魔
を
降
伏
し
、
六
趣
を
解
脱
し
て
一
切
智
々
を
満
足

す
る
金
剛
字
句
を
説
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん　

あ
び
ら
う
ん
け
ん
」

　

ま
た
『
6

菩
提
場
経
』
第
三
（
十
一

左

）
に
い
わ
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ら
ば
ぼ
だ
ぼ
う
ぢ
さ
と
ば
な
ん　

あ
び
ら
う
ん
け
ん

　

金
智
訳
『
7

念
誦
結
護
』（
二
十
一

左

）
に
い
わ
く
。「
乃
至
光
明
輪
の
中
に
住
し
て
密
言
を
誦
ず
。
い
わ
く
、
8

あ
び
ら
う
ん
け
ん
」

　

次
に
普
賢
印
真
言
は
『
9

大
日
経
』
第
五
（
二
十
一

右

）
八
印
品
の
所
説
。
謂
く
「
復
た
定
恵
の
手
を
も
っ
て
未
敷
華
合
掌
に
な
し
て
、
二

虚
空
輪
を
建
立
て
て
、
し
か
し
て
稍
こ
れ
を
屈
す
。
是
れ
如
来
の
一
切
支
分
生
の
印
な
り
。
真
言
に
い
わ
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん　

あ
ん
あ
く
そ
わ
か
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次
に
弥
勒
の
印
真
言
。
10

同
品
に
こ
れ
を
説
い
て
い
わ
く
。「
前
の
金
剛
合
掌
に
同
じ
く
、
智
恵
三
昧
の
手
を
も
っ
て
加
持
し
て
、
し
か

し
て
自
ら
旋
転
す
。
彼
の
真
言
に
い
わ
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん　

ま
か
ゆ
ぎ
や
ゆ
ぎ
に　

ゆ
け
い　

じ
ん
ば
り
け
ん　

じ
ゃ
り
け
い　

そ
わ
か

　

次
に
除
蓋
障
印
言　
『
11

大
日
経
』
第
四
（
十
帳

右

）
に
い
わ
く
。「
ま
た
前
印
（
虚
心
合
掌
）
の
如
く
、
二
水
輪
二
地
輪
を
も
っ
て
屈
し
て

掌
中
に
入
れ
、
二
風
輪
火
輪
相
い
合
わ
せ
よ
。
是
れ
除
一
切
蓋
障
の
印
な
り
。
彼
の
真
言
に
い
わ
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん　

あ
さ
と
ば　

け
い
た
び
ゆ
ど
ぎ
ゃ
た　

た
ら
ん　

た
ら
ん　

ら
ん
ら
ん　

そ
わ
か

　

次
に
除
悪
趣
印
真
言
。
12

同
品
（
十
三

左

）
に
い
わ
く
。「
前
の
如
く
（
施
無
畏
の
印
な
り
）
智
の
手
を
舒
べ
し
か
し
て
上
に
こ
れ
を
挙
げ
よ
。

是
れ
除
悪
趣
の
印
な
り
。
彼
の
真
言
に
い
わ
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん　

ど
ぼ
う
さ
な
ん　

あ
び
ゅ
た
ら
ん
じ　

さ
と
ば　

だ
と
ん　

そ
わ
か

註
1 

教
授　

式
本
文
「
次
正
念
誦
」
の
書
き
出
し　

右
に
朱
書
で
「
已
下
教
授
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
本
文
中
に
（
教
授
）
と
補
っ
た
。

註
2 

『
具
縁
品
』　

こ
ヽ
で
は「
四
方
の
」と
記
し
て
あ
る
が
、
正
蔵
本
に
は「
四
宝
」と
あ
る
。
大
壇
四
方
に
荘
厳
さ
れ
た
瓶
と
解
せ
ら
れ
る
が
、「
四
宝
」

と
す
る
の
が
至
當
で
あ
ろ
う
。（
正
蔵
⑱
一
二
ａ
）

註
3 

『
略
出
経
』　

こ
れ
よ
り
以
下
は
中
瓶
加
持
の
印
言
に
つ
い
て
の
考
證
で
あ
る
。
中
瓶
を
加
持
す
る
に
、
當
界
大
日
の
印
言
を
も
っ
て
な
す
が
、
先

ず
外
五

印
の
本
拠
た
る
経
証
と
し
て
『
略
出
経
』
の
文
を
あ
げ
て
い
る
。（
正
蔵
⑱
二
三
七
ｃ
）

註
4 

『

祇
経
』　

正
蔵
本
に
「
誦
明
如
四
処
」
と
あ
る
。
本
文
は
「
四
処
に
加
し
」
と
こ
れ
を
読
ん
で
い
る
。
更
に
檢
討
す
べ
き
で
あ
る
。（
正
蔵
⑱

二
五
五
ｃ
参
照
）



八

註
5 

『
大
日
経
』　

真
言
と
功
能
を
明
す
経
証
と
し
て
引
証
し
た
も
の
。（
正
蔵
⑱
二
〇
ａ
）

註
6 
『
菩
提
場
経
』　

具
名
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
第
三
巻　

密
印
品
第
八
に
こ
の
真
言
を
あ
げ
て
い
る
。
但
し
印
は
外
五

印
と
は
別
の
「
持

金
剛
者
印
」
を
示
し
て
い
る
。

註
7 

『
念
誦
結
護
』　

具
名
『
念
誦
結
護
法
普
通
諸
部
』　

毘
盧
遮
那
如
来
を
念
誦
す
る
に
「
仏
念
誦
要
記
」
に
隨
っ
て
観
想
文
を
抄
記
す
る
中
に
こ
の
文

が
あ
る
。（
正
蔵
⑱
九
〇
六
ｂ
）

註
8 

あ
び
ら
う
ん
け
ん　

押
紙

 

こ
の
五
字
の
真
言
は
『
大
日
経
』
第
三
（
十
帳
右

）
に
こ
れ
を
説
く
。
是
れ
則
ち
秘
密
の
真
言
の
故
に
秘
し
て
「
あ
く
」
と
い
う
か
。
此
の
旨
真
言
の

字
註
に
去
急
呼
と
い
う
を
も
っ
て
了
知
す
べ
し
。
若
し
こ
の
真
言
の
字
体
「
あ
く
」
の
声
な
ら
ば
去
と
い
わ
ず
。
既
に
去
と
い
う
。
去
は
即
ち
去

声
と
い
う
こ
と
な
り
。
も
っ
て
知
ん
ぬ
入
声
の
「
あ
く
」
字
に
あ
ら
ず
。
其
の
上
に
急
呼
と
い
う
。
故
に
寂
静
の
「
あ
ー
」
字
修
行
点
に
非
ざ
る

こ
と
を
顕
す
字
註
の
意
な
り
。
若
し
こ
の
深
旨
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
満
足
一
切
智
々
の
幽
旨
を
失
う
も
の
か
。

 

　

予
古
稀
の
年
に
至
り
始
め
て
こ
の
旨
を
覚
悟
す
。
是
れ
偏
長
生
の
一
德
な
る
か
。

 

　

文
政
八
乙　

　

酉
五
月
十
五
日　

五
半
時
こ
れ
を
覚
悟
す

註
9 

『
大
日
経
』　

普
賢
菩
薩
印
真
言
の
本
拠
を
明
す
。
同
経
第
五
秘
密
八
印
品
中
の
文
。（
正
蔵
⑱
三
七
ａ
）

註
10 

同
品　

註
⑧
の
秘
密
八
印
品
の
中
で
、
世
尊

疾
持
印
明
を
示
す
こ
と
。（
正
蔵
⑱
三
七
ｂ
）

註
11 

『
大
日
経
』　

西
方
瓶
除
蓋
障
加
持
印
言
の
経
證
と
し
て
同
経
密
印
品
の
文
を
示
す
。（
正
蔵
⑱
二
六
ｂ
）

註
12 

同
品　

北
方
瓶
除
悪
趣
の
印
言
を
も
っ
て
加
持
す
る
経
證
（
正
蔵
⑱
二
七
ｂ
）



九

訓
下
・
加
註　

伝
法
潅
頂
胎
蔵
界
式
伝
授
要
意　

元

編

次
に
正
面
の
戸
開
い
て
出
居
し
て
香
水
を
加
持
し
て
新
阿
闍
梨
を
召
し
て
塗
香
を
も
っ
て
手
に
塗
ら
し
め
香
水
を
洒
ぐ
。
門
内
に
入
っ

て
覆
面
を
も
っ
て
こ
れ
を
覆
う
て
告
げ
て
い
わ
く
。

　

一
切
の
諸
の
悪
趣
門
を
閉
じ
て
、
能
く
清
浄
の
五
眼
を
開
ら
か
ん
。

　

三
昧
耶
の
印
を
結
ん
で
口
に
三
摩
耶
薩
怚
鑁
の
明
を
授
く
。
三
返　

即
ち
忍
願
二
度
を
竪
て
針
に
つ
く
る
。

次
に
壇
前
に
引
入
し
て
香
象
を
越
え
過
ぐ
。
香
気
薫
ぜ
せ
し
め
よ
。
明
に
い
わ
く
。

　

の
う
ま
く
さ
ま
ん
だ
ぼ
だ
な
ん　

あ
く　

さ
ら
ば
た
ら
は
ら
ち
か
て
い　

た
た
ぎ
ゃ
と
う
く
し
ゃ

　

ぼ
う
じ
し
ゃ
り
や　

は
り
ほ
ら
き
ゃ　

え
い
け
い
き
そ
わ
か

次
に
受
者
壇
前
に
立
っ
て
白
花
を
も
っ
て
其
の
針
の
上
に

む
。

告
げ
曰の

ぶ
べ
し
。

　

 

佛
子
今
已
に
如
来
の
眷
属
の
中
に
入
っ
て
、
ま
さ
に
如
来
一
切
の
悉
地
を
得
べ
し
。
未
入
壇
の
者
に
こ
の
こ
と
を
説
く
こ
と
莫
れ
。

其
の
罪
重
し
。

次
に
即
ち
こ
の
密
語
を
授
け
て
い
わ
く
。

　

お
ん　

さ
ん
ま
や
さ
と
ば
ん　

は
ら
ち
し
ゃ　

ば
ざ
ら　

こ
く

、
誦
し
了
っ
て
花
を
投
げ
し
め
よ
。
花
の
落
る
所
に
隨
っ
て
其
の
尊
を
知
る
。

　

次
に
教
授
開
戸
し
乃
至
1

香
象
を
越
る
等
。

　

洞
泉
の
い
わ
く
。「
2

象
は
東
方
阿
閦
の
所
乗
。
是
れ
菩
提
堅
固
の
体
な
り
。
白
色
は
浄
菩
提
心
、
即
ち
是
れ
白
浄
信
心
の
義
。
秘
密
神

通
の
力
有
る
が
故
に
、
一
弾
指
の
際
に
能
く
所
詣
に
至
る
。
大
壇
に
向
わ
ず
南
方
の
潅
頂
智
に
至
る
義
な
り
。



一
〇

註
1 

香
象　

傍
註

 
香
象
の
事
。
金
界
の
式
の
時
、
大

並
び
に
智
證
の
説
を
挙
ぐ
る
な
り
。『
入
壇
抄
』に
い
わ
く
。「
未
だ
本
説
を
勧
え
ず
。
只
作
法
を
伝
う
る
の
み
」

 

　

こ
の
こ
と
は
拙
著
『
金
剛
界
伝
授
要
意
』
の
加
註
2
及
び
3
に
、
押
紙
と
傍
註
で
記
録
し
て
あ
る
。（
成
仏
研
紀
要　

三
十
八
号　

二
四
頁
参
照
）

註
2 

象　

傍
註　
『
略
出
経
』
一
（
十
六

右

）
云
々

 

「
象
を
も
っ
て
座
と
な
し
、
ま
た
宝
部
中
に
お
い
て
三
種
子
字
を
想
え
」
等
の
文
が
あ
る
。（
正
蔵
⑱
二
二
七
ｂ
）

次
に
覆
面
を
脱
が
し
め
了
っ
て
告
げ
て
い
わ
く
。

　

金
剛
薩
埵　

汝
が
身
を
摂
受
し
て
速
や
か
に
悉
地
を
成
就
し
て
五
種
の
眼
を
開
ら
か
ん

　
1

運
助
の
い
わ
く
。「
次
に
大
阿
闍
梨
、
受
者
東
西
に
相
向
っ
て
立
っ
て
式
文
を
読
む
」
性
善
の
い
わ
く
。「
此
の
義
し
か
ら
ず
。
只
元

の
如
く
曼
荼
羅
に
対
し
て
読
み
聴
か
す
。」

註
1 

運
助　

醍
醐
山
安
養
院
の
住
侶
、
報
恩
院
法
務
寛
順
に
法
を
受
く
。
洞
泉
性
善
の
法
兄
な
り
と
密
辞
に
解
説
が
あ
る
。
但
し
生
貫
寂
年
等
未
詳
と

な
っ
て
い
る
が
、
栂
尾

著
『
秘
密
事
相
の
研
究
』
の
潅
頂
に
関
す
る
聖
教
の
項
目
中
に
、
運
助
の
『
潅
頂
伝
聞
記
』
を
あ
げ
一
七（
享
保
年
間
）

二
〇
年
頃
の

人
と
推
定
し
て
い
る
。

次
に
投
ぐ
る
と
こ
ろ
の
花
を
取
っ
て
真
言
を
誦
ず
。
い
わ
く
。

　

お
ん　

は
ら
ち
き
り
か
ん
だ　

た
ら
け
い
ま
ん　

さ
と
ば　

ま
か
ば
ら



一
一

訓
下
・
加
註　

伝
法
潅
頂
胎
蔵
界
式
伝
授
要
意　

元

編

　

誦
じ
了
っ
て
取
る
と
こ
ろ
の
花
を
、
彼
の
受
者
の
頂
に
安
ず
る
こ
と
三
度
。

　

想
え　

大
力
の
菩
薩　

我
が
身
を
摂
受
す
と

次
に
受
者
を
し
て
護
身
せ
し
め
よ
。

次
に
四
礼
さ
せ
し
む
（
四
つ
乍
金
剛
掌
、
明
は
□不
明

礼
常
の
如
し
）

　

此
の
1

四
礼
の
印
明
は
、『
2

教
王
経
』
第
三
大
曼
荼
羅
廣
大
儀

品
の
所
説
な
り
。
ま
た
『
3

略
出
経
』
第
一
（
七　

　

右
）『
4

蓮
花
部
心

』

（
初
帳

左

）
但
し
『
教
王
経
』
は
此
の
四
礼
の
次
に
受
者
引
入
の
義
あ
り
。
且
く
其
の
異
様
を
示
さ
ん
が
為
に
文
を
出
さ
ば
、
い
わ
く
、「
5

則

ち
緋
あ
か
の
い
と
を
も
っ
て
角
絡
め
披
っ
て
緋
帛
を
も
っ
て
面
を
覆
う
。
弟
子
を
し
て
薩
埵
金
剛
の
印
を
結
ば
し
め
、
こ
の
心
を
も
っ
て
三
摩
耶
サ

ト
鑁
。

註
1 

四
礼
の
真
言　

阿
閦
、
宝
生
、
無
量
寿
、
不
空
成
就
の
四
如
来
の
真
言
。

 

阿
閦
佛

 

お
ん
さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ほ
じ
ゅ
は
さ
た
の
う
や　

た
ま
な
ん　

に
り
や
た
や
み　

さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ば
ざ
ら
さ
と
ば　

ち
し
ゅ
た　

そ

ば
ま
ん　

う
ん

 

宝
生
佛

 

お
ん
さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ほ
じ
ゃ
び
せ
い
き
ゃ
や　

た
ま
な
ん
に
り
ゃ
た
や
み　

さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ば
ざ
ら
あ
ら
た
ん
の
う　

び
し
ん



一
二

じ
ゃ
ま
ん　

た
ら
く

 
無
量
寿
佛

 
お
ん
さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ほ
じ
ゃ
は
ら
ば
り
た
の
う
や　

た
ま
な
ん
に
り
ゃ
た
や
み　

さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ば
ざ
ら
た
ら
ま
は
ら
ば
り
た
や

ま
ん　

き
り
く

 

不
空
成
就
佛

 

お
ん
さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ほ
じ
ゃ
き
ゃ
ら
ま
に　

あ
た
ま
な
ん
に
り
ゃ
た
や
み　

さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た　

ば
ざ
ら
き
ゃ
ら
ま　

く
ろ
ま
ん　

あ
く

 

以
上
四
佛
明
は
金
剛
合
掌
し
て
誦
ず
る
。

註
2 

『
教
王
経
』　

不
空
訳
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
證
大
教
王
経
』
巻
下　

正
蔵
⑱
二
一
七
ｂ
以
下

註
3 

『
略
出
経
』　

正
蔵
⑱
二
二
五
ｂ

註
4 

『
蓮
花
部
心

』　

正
蔵
⑱
三
二
二
ｂ

註
5 

註
2
の
四
佛
真
言
を
明
し
た
後
の
文　

正
蔵
⑱
二
一
八
ａ

次
に
受
者
を
引
い
て
小
壇
の
前
に
到
る
。
左
の
足
に
花
門
を
踏
み　

右
足
に
花
台
を
踏
む
。
台
上
に
坐
せ
し
む
。
大
阿
闍
梨
東
の
座
に

着
し
、
新
阿
闍
梨
西
の
座
に
着
す
。

　
1

次
に
大
阿
闍
梨
等

　

受
者
護
身
、
四
礼
の
間
、
大
阿
闍
梨
2

艮
の
角
よ
り
小
壇
処
に
入
り
（
花
台
を
踏
む
は
金
界
の
如
し
）
東
の
座
に
着
す
。
先
ず
念
珠
を

置
い
て
次
に
秘
密
筥
よ
り
散

を
出
し
、
左
の
手
に
五
支
を
取
り
、
右
の
手
に
て
次
で
の
如
く
五
瓶
に
差
す
。
謂
く
中
、
東
、
南
、
西
、



一
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潅
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北
其
の
次
第
な
り
。

　

次
に
新
阿
闍
梨
西
座
に
着
す
。
教
授
受
者
を
引
い
て
巽
の
角
よ
り
小
壇
に
入
り
、
花
門
花
台
を
踏
む
こ
と
文
の
如
し
。
受
者
西
の
座
に

着
す
。

註
1 

こ
こ
に
朱
書
に
て
「
已
上
教
授
」
と
あ
っ
て
教
授
の
所
作
中
心
の
記
述
で
あ
っ
た
。
こ
れ
よ
り
小
壇
処
の
所
作
は
大
阿
の
所
作
と
な
る
の
で
、
こ

の
標
題
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

註
2 

艮
の
角　

明
障
子
で
囲
ま
れ
た
小
壇
処
は
、
大
阿
と
受
者
の
出
入
口
を
別
け
て
二
箇
所
あ
る
。
艮
は
東
北
の
入
口
の
こ
と
。
因
み
に
金
界
の
と
き

は
巽
（
南
東
）
が
大
阿
の
入
口
で
あ
る
。
尚
金
界
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
成
仏
研
「
研
究
紀
要
」
三
十
九
号
一
二
頁
の
註
を
参
照
。

次
に
吉
慶
の
讃
を
唱
う
（
催
す
べ
し
）1

註
1 

こ
の
標
題
の
下
に
は
『
要
意
』
の
解
説
文
は
無
い
。
金
界
に
お
い
て
既
述
し
た
の
で
略
し
た
と
思
わ
れ
る
。
前
出
成
仏
研
「
研
究
紀
要
」
三
十
九

号
一
三
頁
以
降
を
参
照
。

次
に
五
瓶
の
水
を
も
っ
て
次
第
に
受
者
の
頂
に
洒
ぐ
。（
中
よ
り
こ
れ
を
始
む
。「
う
ん
」
を
も
っ
て
加
持
す
）

　

遍
照
尊　

金
剛
外
縛
に
し
て
忍
願
直
く
竪
て
、
上
の
節
を
屈
し
進
力
を
柱
え
て
中
指
の
背
に
着
く
。
頂
に
置
け
、
真
言
に
い
わ
く
。

　

お
ん　

さ
ら
ば
た
た
ぎ
ゃ
た
い　

じ
ん
ば
り
や　

び
せ
い
き
や　

う
ん

　

阿
閦
佛　

金
剛
縛
に
し
て
忍
願
を
竪
て
針
の
如
し
。
額
に
當
て
明
に
い
わ
く
。



一
四

　

お
ん　

ば
ざ
ら
さ
と
ば　

び
し
ん
じ
ゃ
ま
ん　

う
ん

　

宝
生
佛　

金
剛
縛
し
て
忍
願
屈
し
て
宝
形
の
如
く
し
て
、
頂
の
右
に
當
て
よ
。
明
に
い
わ
く
。

　

お
ん　

ば
ざ
ら
あ
ら
た
ん
の
う　

び
し
ん
じ
ゃ
ま
ん　

た
ら
く

　

無
量
寿
佛　

金
剛
縛
に
し
て
忍
願
少
し
舒
べ
て
蓮
葉
の
如
く
し
て
、
頂
の
後
に
當
て
よ
。
明
に
い
わ
く

　

お
ん　

ば
ざ
ら
は
ん
ど
ま　

び
し
ん
じ
ゃ
ま
ん　

き
り
く

　

不
空
尊　

金
剛
縛
に
し
て
忍
願
を
掌
に
入
れ
て
面
を
合
せ
、
壇
恵
禅
智
各
相
柱
う
。
頂
の
左
に
置
け　

明
に
い
わ
く

　

お
ん　

ば
ざ
ら
き
ゃ
ら
ま　

び
し
ん
じ
ゃ
ま
ん　

あ
く

　

但
し
、
先
ず
五

を
も
っ
て
受
者
の
頂
を
加
持
す
。
即
ち
「
ア
、
ア
ー
、
ア
ン
、
ア
ク
、
ア
ー
ク
」
の
五
字
を
用
う
。
是
れ
『
1

治
承
記
』

の
口
伝
、
當
流
は
こ
の
伝
に
依
る
故
に
、「
う
ん
」
字
の
加
持
を
用
い
ざ
る
な
り
。
但
し
式
文
の
如
く
「
う
ん
」
字
の
加
持
を
用
う
る
は
、
成

賢
の
口
伝
（
実
深
の
記
六
の
如
し
）『
具
支
式
』（
金
界
の
式
）
の
裏
付
に
い
わ
く
。「
五

を
も
っ
て
首
を
加
持
し
、
三
度
瓶
水
を
散
ず
」
2

　

遍
照
尊
等

　

初
夜
の
如
く
3

若
し
4

小
野
僧
正
の
説
に
依
ら
ば
、
受
者
印
を
結
び
、
阿
闍
梨
言
を
誦
じ
て
受
者
の
頂
を
洒
ぐ
。
若
し
『
5

治
承
記
』
に

依
れ
ば
、
こ
の
五
佛
潅
頂
の
印
明
は
阿
闍
梨
こ
れ
を
結
誦
す
。
洞
泉
の
い
わ
く
、「
こ
の
五
佛
潅
頂
は
大
阿
自
ら
加
持
す
。
運
助
僧
正
受

者
を
加
持
す
る
な
り
。
こ
の
義
し
か
ら
ず
。
受
者
は
自
別
に
加
持
す
る
な
り
」
と
。
愚
意
謂
ら
く
。
式
文
の
面
は
小
野
僧
正
の
説
の
如
き

か
。
権
僧
正
の
意
も
四
隅
の
瓶
を
ば
四
佛
に
約
す
る
故
に
、
今
其
の
印
真
言
を
出
し
て
そ
の
要
意
を
示
す
か
。
若
し
今
時
の
行
用
の
如
く

な
ら
ば
、
権
僧
正
瓶
水
を
受
者
に
洒
ぐ
時
の
真
言
を
挙
げ
玉
わ
ざ
る
其
の
由
緒
何
ん
。



一
五

訓
下
・
加
註　

伝
法
潅
頂
胎
蔵
界
式
伝
授
要
意　

元

編

　

ま
さ
に
知
る
べ
し
。
幸
心
流
の
古
の
記
に
小
野
僧
正
の
説
の
如
く
作
法
す
る
は
、
尤
も
由
有
る
か
。
教
舜
の
『
金
剛
界
口
伝
抄
』
に
い

わ
く
。「
今
五
佛
の
智
水
を
も
っ
て
新
佛
の
頂
に
洒
ぐ
。
即
ち
潅
頂
儀
式
な
り
。
故
に
遍
照
尊
の
印
を
ば
宝
冠
印
と
習
う
な
り
。
仰
は
即

ち
宝
冠
形
な
り
。
輪
王
に
即
位
に
は
冠
を
も
っ
て
先
と
な
す
。
今
五
佛
潅
頂
も
ま
た
是
の
如
し
。
五
佛
の
宝
冠
を
授
け
て
依
報
の
荘
厳
を

成
ず
る
な
り
」（
已
上
憲
深
の
御
口
説
）
若
し
今
時
の
作
法
に
依
る
は
『
治
承
記
』
等
の
如
し
。

註
1 

『
治
承
記
』
の
口
伝　

五
阿
の
明
を
用
い
る
こ
と
、
同
記
初
後
夜
の
作
法
に
記
述
無
し
。
不
審
。

註
2 

傍
註　

金
剛
界
を
も
っ
て
先
と
な
す
も
両
部
一
双
な
り
。
台
蔵
界
を
先
と
す
る
も
、
先
ず
五
佛
潅
頂
の
印
明
を
も
っ
て
す
。
其
の
印
明
金
界
に
同

じ
。
も
っ
て
知
ん
ぬ
。
成
佛
の

則
は
先
ず
金
界
に
在
る
こ
と
を
。

註
3 

傍
註　

幸
心
流
の
記
は
此
の
説
に
よ
る
。

註
4 

小
野
僧
正　

傍
註　

六
帖
大
潅
頂
法
に
出
ず
。
即
ち
、「
先
ず
弟
子
を
し
て
大
日
印
を
結
ば
し
め
、
中
胎
瓶
正
覚
心
真
言
を
誦
じ
、
こ
れ
を
潅
ぐ
」

以
下
四
佛
瓶
水
を
普
賢
、
文
殊
、
慈
氏
、
観
音
の
真
言
を
誦
じ
て
瓶
水
を
受
者
の
頂
に
洒
ぐ
と
あ
る
。（
以
下『
大
潅
頂
作
法
次
第
』正
蔵
78
八
〇
ｃ
）

註
5 

『
治
承
記
』　

五
瓶
の
水
を
も
っ
て
次
第
に
受
者
の
頂
に
洒
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
小
野
僧
正
い
わ
く
。
水
を
受
者
の
頂
に
洒
ぐ
時
受
者
は
各
印
を

結
び
、
阿
闍
梨
は
其
の
明
を
誦
じ
て
こ
れ
を
洒
ぐ
」
と
あ
る
。（
正
蔵
78
四
二
〇
ａ
）

次
に
宝
冠
を
披
せ
し
む　

不
動
真
言

　

次
に
宝
冠

　
『
治
承
記
口
訣
』
に
い
わ
く
。「
醍
醐
の
方
に
は
紙
を
ば
厚
く
こ
れ
を
張
る
。
其
の
上
に
絵
こ
れ
を
書
く
。
綵
色
の
次
第
別
に
在
り
。



一
六

　

金
界
の
式
に
は

釧
を
出
す
と
雖
も
、
今
こ
れ
を
挙
げ
ざ
る
は
、
両
界
共
に

釧
を
用
い
ざ
る
の
證
な
り
。

　

次
四
佛
加
持　

常
の
如
し　

受
者
な
す
べ
し

　
　
1

次
に
四
佛
加
持

次
五
佛
潅
頂　

常
の
如
し

　
　

次
に
五
佛
潅
頂

次
四
佛
繫
鬘　

常
の
如
し

　
　

次
四
佛
繫
鬘

註
1 

四
佛
加
持
、
五
佛
潅
頂
、
四
佛
繫
鬘
の
三
頂
目
に
つ
い
て
の
要
意
の
解
説
文
無
し
。



一
七

訓
下
・
加
註　

伝
法
潅
頂
胎
蔵
界
式
伝
授
要
意　

元

編

次
に
想
え　

新
阿
闍
梨
大
日
尊
と
な
る
。
頂
上
に
「
あ
ん
」
字
あ
り
。
心
中
に
「
あ
」
字
あ
り
。
具
に
百
光
遍
照
の
如
し

　

次
に
結
定
印
（
式
の
如
し
）

　
『
幸
心
古
記
』
に
い
わ
く
。「
次
に
1

定
印
を
結
び
、
想
え
。
新
阿
闍
梨
の
頂
上
に
「
あ
」
字
あ
り
。
心
中
満
月
輪
の
中
に
「
あ
」
字
あ
り
。

変
じ
て
宝
珠
と
な
る
。
宝
珠
轉
じ
て
大
日
如
来
と
な
る
。
百
光
遍
照
塵
数
三
昧
の
諸
佛
菩
薩
囲

し
下
え
り
」

　

此
の
観
想
種
三
尊
轉
成
の
様
な
り
。
式
文
は
略
か
。

註
1 

定
印　

傍
註　

法
界
定
印

　

次
に
如
来
身
会
の
三
十
余
印
、
真
言
を
行
ず
べ
し
。
但
し
一
々
に
想
う
べ
し
。
受
者
に
備
え
せ
し
む
と
。

　
『
1

治
承
記
』
裏
付
に
い
わ
く
。「
大
惠
刀
よ
り
平
等
開
悟
に
至
る
二
十
五
箇
の
印
明
、
是
れ
如
来
身
会
と
名
づ
く
る
な
り
。
或
い
は
入

佛
三
昧
耶
よ
り
慈
氏
菩
薩
ま
で
成
身
会
に
准
ず
云

　

々
。『
薄
紙
次
第
』
に
こ
れ
を
出
す
と
」

　
『
2

作
礼
方
便
』
の
次
第
に
、「
慈
氏
菩
薩
真
言
已
上
を
成
身
会
に
準
ず
」
と
い
う
故
に
如
来
身
会
と
い
う
か
。『
式
文
』
の
意
に
依
れ
ば
、

阿
闍
梨
三
十
七
尊
の
印
言
を
結
誦
し
、
受
者
に
こ
れ
を
備
え
せ
し
む
る
義
な
り
。

　

今
時
は
受
者
を
し
て
こ
れ
を
結
誦
せ
し
む
る
義
な
り
。
朱
書
に
、
或
い
は
受
者
こ
れ
を
作
す
べ
し
と
い
う
故
な
り
。



一
八

註
1 

『
治
承
記
』
正
蔵
78
四
二
一
ｂ

 
現
行
の
幸
心
小
壇
所
作
法
に
は
欠
し
て
作
法
は
無
い
。
如
来
身
会
は
当
流
広
次
第
に
て
修
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
ヽ
に
示
さ
れ
た
印
明
を
結

誦
す
る
功
德
は
如
来
の
三
密
を
具
足
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
密
辞
』
に
は
、「
一
説
に
は
此
の
印
言
は
潅
頂
小
壇
の
時
に
も
結
誦
す
る
が
故
に
、
如

来
と
は
法
身
如
来
な
り
と
い
い
、
一
説
に
は
舌
語
牙
等
の
身
語
の
行
相
よ
り
推
し
て
変
化
身
な
り
と
い
う
」
と
解
説
す
る
。
因
み
に
二
十
五
印
明

と
は
次
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

大
惠
刀　

大
法
螺　

蓮
華
座　

金
剛
大
惠　

如
来
頂　

如
来
頂
相　

亳
相
蔵　

大
鉢　

施
無
畏　

與
満
願　

悲
生
眼　

如
来
索　

如
来
心　

如
来

　

如
来
腰　

如
来
蔵　

普
光　

如
来
甲　

如
来
舌　

如
来
語　

如
来
牙　

如
来
弁
説　

如
来
持
十
力　

如
来
念
処　

一
切
法
平
等
開
悟

註
2 

『
作
礼
方
便
』
弘
大
全
②
四
〇
五

次
に
白
拂
を
も
っ
て
受
者
の
身
を
拂
え
。

次
に
扇
を
も
っ
て
受
者
の
身
並
び
に
四
辺
を
扇
ぐ
。

次
に
塗
香
を
も
っ
て
受
者
の
胸
に
塗
る
。

次
に
五
古
を
も
っ
て

並
び
に
明
を
誦
ず
。
受
者
の
両
手
に
授
く
。
頌
に
い
わ
く
。

　

 

諸
佛
の
金
剛
潅
頂
の
儀
を
も
っ
て　

汝
已
に
如
法
に
潅
頂
し
竟
る　

如
来
の
体
性
を
成
ん
が
為
の
故
に　

汝
に
ま
さ
に
此
の
金
剛
杵

を
授
く
べ
し

　

密
明
に
い
わ
く

　
　

 

お
ん　

ば
ざ
ら　

ち
は
ち
だ
と
ば　

び
し
ん
じ
ゃ
み　

ち
し
ゅ
た　

ば
ざ
ら
さ
ん
ま
や　

さ
と
ば
ん

次
に
金
剛
杵
を
取
り
収
め
、
弟
子
の
本
名
の
上
に
金
剛
の
字
を
加
え
て
こ
れ
を
呼
ぶ
。
此
の
真
言
を
誦
じ
て
い
わ
く
。



一
九

訓
下
・
加
註　

伝
法
潅
頂
胎
蔵
界
式
伝
授
要
意　

元

編

　
　

 

お
ん　

ば
ざ
ら
さ
と
ば　

び
じ
ん
じ
ゃ
み　

ば
ざ
ら
の
う
ま
く　

び
し
き
て
い　

け
い　

ば
ざ
ら
の
う
ま
く

次
に
金

を
も
っ
て
両
眼
を
拂
え
。「
ら
ん
」
字
を
も
っ
て
金

を
加
持
す
。
ま
た
「
ら
ん
」
字
を
観
じ
両
眼
の
中
に
お
い
て
無
智
の

膜
を
浄
む
。

に
い
わ
く
。

　

 

佛
子
、
佛
は
汝
が
為
に　

無
智
の
膜
を
決
除
す
る
こ
と　

猶
し
世
の
医
王
の
如
し　

善
く
金

を
用
ゆ　

汝
金
剛
の
眼
を
開
ら
い
て　

法
の
実
相
を
見
る
こ
と
を
得
ん

次
に
1
鏡
を
授
け
て
「
2
ま
ん
」
字
を
見
せ
し
む
。
明
鏡
を
加
持
す
。
ま
た
「
ま
ん
」
字
を
心
上
に
観
じ
て
妄
執
の
垢
を
除
く
。
告
げ

て
い
わ
く
。

　

 

一
切
の
諸
法
の
性
は　

垢
浄
不
可
得
な
り　

実
に
非
ら
ず
ま
た
虚
に
あ
ら
ず　

皆
因
縁
よ
り
現
ず　

ま
さ
に
知
る
べ
し
諸
法
は　

自

性
所
依
無
し
と　

汝
は
今
真
の
佛
子
な
り　

ま
さ
に
廣
く
衆
生
を
利
す
べ
し

3

弟
子
に
お
い
て
ま
さ
に
恭
敬
を
生
ず
べ
し
。
此
の
人
能
く
諸
佛
の
種
を
紹
ぐ
が
故
に

次
に
輪
を
も
っ
て
受
者
の
跏
の
上
に
置
く
。（
二
足
の
間
）「
う
ん
」
字
を
も
っ
て
金
輪
を
加
持
す

次
商
佉
を
も
っ
て
右
の
手
に
授
く
。「
あ
」
字
を
も
っ
て
法
螺
を
加
持
す
。

に
い
わ
く
。

　

 

汝
今
よ
り
以
後　

諸
佛
の
法
輪
を
転
ず　

無
上
の
法
螺
を
吹
い
て　

心
を
一
切
処
に
遍
ぜ
し
め
よ　

ま
さ
に
疑
悔
の
心
を
離
れ
て　

勝
行
の
道
を
開
示
し
て　

一
切
時
処
に
於
い
て　

よ
く
諸
佛
の
恩
を
報
ず
べ
し

　
　

已
上
初
夜
の
作
法
に
准
じ
て
知
ん
ぬ
べ
し
。『
具
支
式
』
に
は
一
一
、
八
種
の
道
具
を
授
く
る
作
法
を
、
初
夜
作
法
に
准
ぜ
し
む
る

意 

か



二
〇

註
1 

鏡　

傍
註　
『
疏
』
九
（
四丁
）
の
意
は
、
鏡
を
も
っ
て
十

の
中
の
鏡
像
を
観
に
約
す
。

 
　

こ
ヽ
に
い
う
十

の
中
と
は
、
十
縁
生
句
第
四
の
影
の
観
想
を
指
す
。
初
夜
の
作
法
で
は
八
種
道
具
授
与
の
最
後
に
授
け
た
。
後
夜
の
最
後
は

商
佉
と
な
る
。

註
2 

「
ま
ん
」　

以
下
に
出
す
種
子
の
表
記
は
全
て
梵
字
に
て
示
さ
れ
て
い
る
。

註
3 

押
紙　

一
行
の
文
、
実
深
の
記
に
受
者
供
養
の
文
と
い
う
。
こ
の
式
に
於
い
て
は
何
ん
か
意
を
得
玉
う
べ
し
や
。
次
に
い
ま
だ
輪
、
法
螺
の
説
了

ら
ざ
る
に
、
已
前
受
者
供
養
の
文
を
加
え
玉
う
。
権
僧
正
の
本

量
り
難
し
。
殊
更
金
界
の
式
と
明
鏡
等
の
列
次
異
な
る
故
に
、
受
者
供
養
の
文

と
雖
見
え
ざ
る
な
り
。
若
し
し
か
ら
ば
今
此
の
文
は
明
鏡
の
説
に
就
く
頌マ
ヽ

文
な
る
故
に
、
金
台
一
双
に
明
鏡
の
下
に
こ
の
頌
文
を
挙
げ
玉
う
な
り
。

但
し
い
ま
だ
其
の
深
旨
を
聞
か
ざ
る
故
に
明

に
尋
ぬ
べ
き
か
。

 

『
具
支
式
』
は
一
一
、
八
種
の
道
具
を
授
け
ず
筥
に
入
れ
乍
ら
こ
れ
を
授
く
。
こ
の
旨
三
密
房
の
式
の
中
に
権
僧
正
の
説
を
挙
ぐ
云

　

々

次
に
大
阿
闍
梨
白
傘
蓋
を
執
っ
て
受
者
の
頂
に
覆
う
て
三

大
壇
を

る
。
即
ち
壇
前
に
留
っ
て
佛
を
礼
せ
し
む
。
其
の
蓋
身
に
隨
っ

て
上
下
せ
よ

次
に
曼
荼
羅
の
前
に
立
対む
か
って
為
に
三
摩
耶
を
説
く
。

　

 

佛
子
汝
今
已
に
阿
闍
梨
位
を
成
就
し
竟
ぬ
。
諸
佛
並
び
に
金
剛
薩
埵
等
の
諸
の
真
言
主　

一
切
の
天
神
護
法
既
に
共
に
佛
子
を
知
り

給
い
ぬ
。

　

次
に
1

立
っ
て
、
曼
荼
羅
に
対む
か
って　
2

為
に
三
摩
耶
を
説
く
。



二
一

訓
下
・
加
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法
潅
頂
胎
蔵
界
式
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授
要
意　

元
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註
1 

立
っ
て　

傍
註　

受
者

註
2 
為
に　

傍
註　

阿
闍
梨

次
に
共
に
還
っ
て
小
壇
所
に
着
す
。
先
ず
新
阿
闍
梨
を
し
て
東
の
座
に
着
け　

即
ち
大
阿
闍
梨
諸
尊
に
白
さ
く
。

　

今
某
等
に
潅
頂
を
与
え
竟
ん
ぬ
。
諸
尊
に
付
属
し
て
明
蔵
を
持
た
し
む
。

　

こ
の
語
を
な
し
已
っ
て
ま
さ
に
傘
蓋
を
放
つ
べ
し
。

　
1

次
に
白
傘
蓋
を
放
つ

　
『
2

治
承
記
』
に
い
わ
く
。「
共
に
小
壇
所
に
還
っ
て
着
し
、
先
ず
新
阿
闍
梨
を
し
て
東
の
座
に
着
せ
し
む
。」

註
1 

傍
註　

今
時
の
行
様
は
小
壇
所
屏
風
外
に
在
っ
て
式
文
を
読
む
。

註
2 

『
治
承
記
』
正
蔵
78
四
二
一
ｂ

次
大
阿
闍
梨
西
の
座
に
着
く
（
私
に
い
わ
く
、
讃
こ
れ
を
催
す
べ
し
）

　

次
に
大
阿
闍
梨
西
の
座
に
着
す
と

　

実
深
記
に
い
わ
く
。「

口
に
い
わ
く「
座
定
り
了
っ
て
後
讃
を
催
す
」吉
慶
梵
語
三
段
。
こ
の
梵
語
の
讃
は
、『
1

御
請
来
録
』（
十
七
右

）
に
、



二
二

梵
字
吉
慶
讃
一
巻
と
云
々
。
こ
れ
な
り
2

註
1 

『
御
請
来
録
』　

弘
大
全
①
八
十
八

註
2 

傍
註　

予
こ
れ
を
秘
蔵
す
。

 

『
入
壇
抄
』
に
受
者
供
養　

小
壇
に
入
っ
て
着
座
し
て
程
無
く
こ
れ
あ
り
。
吉
慶
の
漢
語
も
受
者
供
養
隨
一
な
り
。
醍
醐
様
と
大
い
な
る
相
違
な
り
。

次
に
閼
伽
の
印
真
言
を
行
じ
て
閼
伽
香
水
を
供
ず

　
『
幸
心
古
記
』
に
い
わ
く
。「
受
者
定
印
を
結
ん
で
供
養
を
受
く
べ
し
」

　

已
下
の
作
法
は
金
界
に
准
ず
と
知
る
べ
し
。
但
し
加
持
の
印
言
は
、
不
動
釼
印
に「
か
ん　

か
ん　

か
ん
」三
遍
を
も
っ
て
加
持
す
べ
し
。

次
に
五
供
の
印
言
を
行
じ
て
、
塗
香
、
花
、
焚
香
、
飲
食
、
燈
明
を
供
ず
。
種
々
の
花
香
を
も
っ
て
供
養
す
る
こ
と
は
、
此
の
受
者
佛

位
に
坐
す
る
が
故
に
云　

　

云

次
に
大
阿
闍
梨
念
珠
を
取
っ
て
、
胎
蔵
の
大
日
の
真
言
を
誦
ず

　

次
に
大
阿
闍
梨
念
誦
等



二
三

訓
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潅
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意　
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「
あ
び
ら
う
ん
け
ん
」
百
八
反
誦
じ
了
っ
て
珠
を
摺
り
、
受
者
の
悉
地
を
祈
誓
す
。

次
に
後
供
を
行
ず
べ
し

　

次
に
後
供
を
行
ず

　

前
供
養
の
如
し
。

次
に
道
具
を
授
く
。

　

洞
泉
の
い
わ
く
。「
上
古
は
此
の
処
に
お
い
て
五
古
、
宝
冠
等
の
御
道
具
を
付
属
す
。
今
時
は
こ
の
儀
無
し
。『
1

具
支
潅
頂
聞
書
』（
勧

修
寺
）
に
い
わ
く
。
2

こ
れ
印
璽
の
為
箱
に
入
れ
な
が
ら
一
度
に
道
具
を
授
く
な
り
」
権
僧
正
の
義
も
『
具
支
式
』
を
写
す
故
に
次
に
道

具
を
授
く
と
い
う
な
り
。

註
1 

『
具
支
潅
頂
聞
書
』　

こ
の
本
筆
者
未
見
で
あ
る
が
、『
具
支
潅
頂
式
』
を
見
る
に
確
か
に
「
道
具
を
授
く
」
の
標
題
は
あ
る
。（
正
蔵
78
七
一
ｂ
）

註
2 

傍
註

 

玄（
元
）

謂
く
。
三
密
房
相
承
の
両
壇
の
式
に
、
権
僧
正
の
口
傳
を
載
す
。
い
わ
く
。

の
い
わ
く
「
胎
蔵
の
時
、
理
具
の
印
を
結
ん
で
道
具
を
授
け

ず
。
只
印
璽
と
し
て
筥
に
入
れ
な
が
ら
一
度
に
道
具
を
授
く
る
な
り
」
と
。



二
四

 

　

今
此
の
式
は
一
一
付
す
と
雖
、
こ
れ
を
授
与
す
。
古
式
に
准
じ
て
印
璽
と
し
て
こ
れ
を
授
く
な
ら
ん
か
。
口
伝
を
聞
く
べ
き
な
り
。

次
に
殊
に
五

を
授
く
。（
或
は
独
古
を
授
く
）

大
阿
闍
梨
杵
を
執
っ
て
明
並
び
に

を
誦
じ
こ
れ
を
授
与
す
。
告
げ
て
い
わ
く
。（
但
弟
子
こ
の
杵
を
受
け
頂
上
に
安
ず
）

　

 

此
の
金
剛
杵
は　

諸
佛
の
体
性
な
り　

金
剛
薩
埵
の　

手
に
執
る
所
の
者
な
り　

汝
禁
戒
を
護
っ
て
常
に
ま
さ
に
受
持
す
べ
し
。

　

弟
子
受
け
了
っ
て
こ
の
決
定
要
誓
の
密
語
を
授
く
。
其
れ
を
し
て
こ
の
密
語
を
誦
せ
し
む
。

　

 

お
ん
さ
ら
ば　

た
た
ぎ
ゃ
た　

し
っ
ち
ば
ざ
ら
さ
ん
ま
や　

ち
し
ゅ
た
え
い
さ
と
ば　

た
ら
や
み　

ば
ざ
ら
さ
と
ば　

き
き
き
き　

う
ん

　

誦
し
了
っ
て
弟
子
に
告
げ
て
い
わ
く
。

　
　

汝
一
切
衆
生
に
お
い
て　

常
に
慈
愍
哀
矜こ
う

を
生
じ　

示
し
誨お
し
えて
厭
離
を
生
ず
る
こ
と
莫
れ

　
　

ま
た
頌
に
い
わ
く
。

　
　

此
等
の
三
昧
耶
は　

是
れ
諸
佛
の
所
説
な
り

　
　

守
持
し
て
善
く
受
護
す
る
こ
と　

ま
さ
に
身
命
を
保
つ
が
如
く
す
べ
し

　

次
殊
に
五

を
授
く
等

　

洞
泉
和
上
の
い
わ
く
。「
こ
の
五

は
阿
闍
梨
の
持
ち
五

な
り
。
大
阿
右
の
手
に
五
古
を
持
ち
（
乳
の
方
に
当
て
、
不

横
た
え
ず

こ
れ
を
持
す
る
）、
先
ず

を
誦
じ
て
い
わ
く
、「
こ
の
金
剛
杵
等
」

了
っ
て
杵
を
弟
子
に
授
け
、
こ
の
杵
を
受
け
て
頂
戴
し
て
頂
上
に



二
五

訓
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加
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法
潅
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授
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意　
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安
ず
。
こ
の
時
大
阿
こ
の
密
語
を
授
く
。（
口
移
し
に
こ
れ
を
授
く
）
真
言
一
反

　

 
お
ん
さ
ら
ば　

た
ゝ
ぎ
ゃ
た
。　

し
っ
ち
ば
ざ
ら
。
さ
ん
ま
や
ち
し
ゅ
た
。
え
い
さ
と
ば
。
た
ら
や
み
。
ば
ざ
ら
さ
と
ば
。
き
き
き
き　

う
ん

　
（
已
上
1

七な
な

切か
え
しに
こ
れ
を
授
く
）

　

ま
た
大
阿
告
げ
て
い
わ
く
等
（
こ
れ
ま
で
受
者
杵
を
頂
戴
す
）

了
っ
て
大
阿
杵
を
取
っ
て
便
宜
の
処
に
こ
れ
を
置
く
」

　

玄

謂
く
。
和
上
の
所
持
の
五
古
を
授
く
る
と
い
う
説
そ
の
道
理
あ
り
。
已
に
道
具
箱
の
五
鈷
は
箱
に
入
れ
て
付
属
し
畢
る
故
に
、
外

に
授
く
べ
き
五
古
は
無
し
。
是
の
故
に
持
ち
五

を
授
く
べ
き
道
理
な
り
。
設
い
今
時
道
具
を
授
け
ず
も
古
式
の
様
を
守
る
べ
し
。
故
に

か
く
の
如
く
沙
汰
に
及
ぶ
か
。

　

尚
、
持
五
古
な
る
べ
き
證
文
を
出
さ
ば
、『
式
』
文
の
註
に
「
或
は
独
古
を
授
く
」
故
に
、
こ
れ
に
対
す
る
五

な
る
故
に
式
文
の
意

を
持
ち
五

な
ら
ん
。
独
古
の
如
き
は
道
具
箱
に
こ
れ
無
き
故
に
、
阿
闍
梨
所
持
の
独

必
定
な
り
。

　

今
時
道
具
箱
の
五

を
授
く
る
は
、
恐
ら
く
は
古
代
の
様
を
失
す
る
か
。

　

ま
た
こ
の
五

を
授
く
る
こ
と
の
様
は
『
2

略
出
経
』（
第
四
の
二
十
二
右
）
の
意
な
り
。
但
し
彼
の
経
は
長
行
に
し
て
、

頌
に
非
ず
。

式
は
五
字
句
の
頌
文
に
結
ぶ
か
。

　

ま
た
こ
の
密
語
、
数
本
の
式
を
対
校
す
る
に
、「
え
い
さ
と
ば
」
の
下
に
恐
ら
く
は
「
か
ん
」
字
を
脱
す
る
か
。
3

経
文
に
は
こ
れ
あ
り
。

但
し
、『
潅
頂
儀

』
は
諸
式
の
如
く
「
か
ん
」
の
字
無
し
。
尚
異
本
を
も
っ
て
校
す
べ
き
の
み

　

ま
た
『
4

具
支
式
』
は
「
諸
佛
金
剛
潅
頂
儀
」
等
の
頌
文
を
授
く
る
の
み
に
し
て
真
言
を
授
け
ず
。『
具
支
聞
書
』
に
依
ら
ば
、
金
界
の

時
に
五
古
を
授
け
ず
、
台
界
の
時
に
最
後
に
五
古
を
授
く
る
は
、
両
部
惣
合
の
五
智
を
も
っ
て
新
阿
闍
梨
に
付
属
す
る
な
り
と　

こ
の
説



二
六

他
流
の
口
伝
な
り
と
雖
も
、
甚
だ
も
っ
て
興
あ
り
、
興
あ
り
。

註
1 
七
切　

真
言
を
七
つ
に
割
っ
て
唱
え
る
こ
と
。
出
す
真
言
の
句
七
つ
の
右
下
に
○
印
を
付
し
て
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

 

七
切
に
つ
い
て
傍
註
に
『
十
訓
抄
』
十
一
（
十
二
左
）
の
説
明
文
が
記
し
て
あ
る
が
読
解
出
来
ず
。

註
2 

『
略
出
経
』　

頌
の
基
と
な
る
長
文
と
は
、
ま
た
五
股
金
剛
杵
を
執
り
こ
れ
を
授
与
し
て
告
げ
て
言
く
。

 

　

此
れ
は
是
れ
諸
佛
の
体
性
。
金
剛
薩
埵
手
に
執
る
所
の
者
な
り
。
汝
ま
さ
に
堅
く
禁
戒
を
護
っ
て
常
に
畜
え
こ
れ
を
持
す
べ
し
。（
正
蔵
⑱

二
五
二
ｂ
）

註
3 

経
文
『
略
出
経
』
第
四
に
挙
げ
明
に
は
「
か
ん
」
字
を
示
す
。（
正
蔵
⑱
二
五
二
ｂ
）

註
4 

『
具
支
式
』
の
胎
蔵
界
次
第
中
に
は
、
次
殊
に
五
股
を
授
く
、

に
い
わ
く

 

諸
佛
金
剛
潅
頂
儀　

汝
已
如
法
潅
頂
竟

 

為
成
如
来
体
性
故　

汝
応
受
此
金
剛
杵

 

と
記
す
の
み
で
あ
る
。（
正
蔵
78
七
一
ｂ
）

誦
じ
了
っ
て
告
げ
て
い
わ
く
等

　

此
れ
は
1

経
に
教
誡
を
説
く
中
の
文
な
り
。

又
頌
に
い
わ
く
等

　

此
れ
は
三
昧
耶
を
明
す

頌
な
り
。

「
2

受
」
字
経
文
並
び
に
儀

に
は
愛
の
字
に
作
る
。
ま
た
一
本
の
式
に
も
愛
に
作
る
。
議
し
て
い
わ
く
。
恐
く
は
愛
の
字
本
是
か
。
能
く
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次
の
句
に
応
ず
。

註
1 
経　
『
略
出
経
』
第
四
の
文
を
指
す
。（
正
蔵
⑱
二
五
二
ｂ
）

註
2 

受　

式
文
に
は「
愛
護
」と
あ
り
、
傍
に「
受
イ
」と
留
意
し
て
い
る
。『
略
出
経
』に
も「
愛
護
」と
あ
る
。「
次
の
句
」と
は
結
句
の「
當
如
保
身
命
」

を
指
す
。

次
に
受
者
此
の
如
く
の
教
え
を
受
け
て

足
を
頂
礼
し
て
言
し
て
白
さ
く
。
大

の
教
の
如
く
我
れ
誓
っ
て
修
行
し
て
佛
恩
及
び
大

の
恩
を
報
し
奉
ら
ん
。
敢
え
て

の
命
に
背
か
ざ
ら
ん
。
ま
た
教
理
に
違
せ
ざ
ら
ん　
云

　

々

　

次
に
受
者
此
の
如
き
等

　

始
よ
り
修
行
に
至
る
ば
『
略
出
経
』
の
意
。
佛
恩
に
報
じ
奉
ら
ん
の
下
は
経

に
見
え
ず
。
教
舜
の
式
の
裏
付
に
い
わ
く
。「

口
に

い
わ
く
。
此
の
一
段
は
受
者
に
教
え
て
誦
せ
し
む
べ
し
と
雖
も
、
近
来
其
の
儀
無
し
。
只
大
阿
密
々
に
こ
れ
を
読
む
か
」

　

実
深
の
記
に
い
わ
く
。「

口
に
い
わ
く
。
頂
礼

足
」
こ
れ
を
略
す
」

次
印
信　

こ
の
時
に
有
る
べ
し
。（
然
し
て
密
印
を
授
く
べ
し
。
外
五
）

　

然
し
て
密
印
を
授
く
べ
し　

外
五

　

外
五

印
、
あ
び
ら
う
ん
け
ん
（
三
反　

口
か
ら
授
く
）



二
八

　
1

教
舜
の
い
わ
く
。「
外
五

の
印
に
、
五
字
の
明
こ
れ
を
授
く
。
胎
の
潅
頂
究
極
な
り
。
能
々
こ
れ
を
思
え

註
1 
教
舜　
『
伝
法
潅
頂
私
記
』
巻
下　

後
夜
作
法
（
正
蔵
78
七
六
六
ｃ
）

潅
頂
を
授
与
す
る
こ
と
竟
ぬ
。
佛
子
佛
位
に
昇
れ
り
。
皆
諸
尊
及
び
三
密
の
明
蔵
を
付
属
す
。

　

授
与
潅
頂
竟
等

　

此
の

頌
音
に
読
む
こ
と
元
祖
の
口
伝
な
り
。
是
の
故
に
『
古
式
』
に
訓
点
無
し
。
然
る
に
近
世
流
布
の
式
多
く
は
訓
を
読
む
。
後
人

の
不
覚
か
。
洞
泉
和
上
の
い
わ
く
。「
此
の

読
み
聞
か
せ
了
っ
て
い
わ
く
。
三
国
の
祖

万
里
の
波
涛
を
凌
い
で
苦
労
を
顧
み
ず
往
来

し
給
う
は
、
只
両
部
伝
法
印
明
伝
授
せ
ん
が
為
な
り
。
能
々
懇
重
の
信
心
を
も
っ
て
朝
夕
に
結
誦
す
べ
き
な
り
」

次
に
宝
冠
を
脱
ぐ
べ
し
。

　

次
に
宝
冠
を
脱
ぐ
べ
し
。

　

宝
冠
を
収
め
了
っ
て
筥
の
緒
を
結
ん
で
、

弟
共
に
小
壇
を
出
る
な
り
。

　
（
小
壇
所
道
具
の
こ
と
。
若
し
幸
心
相
承
の
秘
密
道
具
に
依
れ
ば
、『
1

伽
伝
燈
抄
』
の
第
三
に
い
わ
く
、

　

小
壇
所
道
具
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朱
の
小
唐
櫃　

一
合　

九
種
道
具
こ
れ
を
納
む

　

宝
冠　

一　
　

臂
訓　

二　
　

白
拂　

一
支

　

金
　

一
支　

明
鏡　

一
面　

輪　
　

一

　

商
佉　

一　
　

団
扇　

一
本　

五
古　

一

　

塗
香
噐　

一　

私
に
い
わ
く
、
片
供
噐
に
似
た
り
。
已
上
九
種
道
具
、
當
流
嫡
々
の
外
者
、
そ
の
体
を

ぜ
ず
、
悉
く
其
の
深
意
相
承

こ
れ
あ
り
。

　

辟
訓
は
九
種
の
外
な
り
。
隨
っ
て
当
時
は
こ
れ
を
用
い
ず
。
云

　

々

註
1 

『

伽
傳
燈
抄
』　

仏
書
解
説
辞
典
に
依
れ
ば
、
十
巻
、
足
利
時
代
の
写
本
が
大
谷
大
に
所
蔵
と
あ
る
。
著
者
名
の
記
述
な
し
。
探
索
の
要
を
思
う
。

次
讃
の
声
止
む

　

実
深
の
記
に
い
わ
く
。「

口
に
い
わ
く
。
こ
れ
を
止
め
ず
、
誦
し
畢
る
を
も
っ
て
限
と
す
1

」

註
1 

止
讃　

傍
註　

三
密
房
所
伝
の
式
に
、
止
め
ざ
れ
ば
誦
よ
と
い
う
故
に
、
往
古
は
こ
れ
を
誦
ず
。
是
の
故
に
今
は
讃
の
声
を
止
む
な
り



三
〇

次
に
受
者
堂
内
の
座
に
着
す

　

弟
共
に
小
壇
を
出
る
時
、
教
授
赤
蓋
を
大
阿
に
進
め
、
大
阿
こ
れ
を
取
り
受
者
に
覆
い
、
先
ず
大
壇
の
前
に
て
三
礼
（
合
掌　

起
居

礼
）。
次
に
祖

礼
。
蓋
を
教
授
に
賜
う
。
教
授
受
者
を
覆
う
て
列
祖
を
礼
せ
し
む
。

　

已
下
初
夜
の
作
法
に
准
じ
て
知
ん
ぬ
べ
し
。
但
し
祖

礼
畢
っ
て
受
者
を
引
い
て
含
香
所
に
入
れ
、
所
持
物
を
与
え
後
堂
に
着
せ
し
む
。

次
に
大
阿
闍
梨
大
壇
に
返
り
着
し
て
後
供
を
献
ず
。
以
後
の
作
法
例
の
如
し

　

教
授
小
壇
の
五
瓶
を
大
壇
に
移
す
等
初
夜
の
如
し
、
大
阿
礼
盤
に
還
着
し
て
以
後
の
作
法
初
夜
に
准
じ
て
知
ぬ
べ
し
。

　

佛
布
施
を
献
じ
て
後
、
結
願
作
法
あ
り
。
別
記
の
如
し
。
但
し
、
神
分
、
祈
願
等
の
金
は
音
低
く
こ
れ
を
打
ち
、
終
り
の
三
部
の
金
三

丁
は
引
き
続
き
て
少
し
音
を
髙
く
、
終
り
の
一
丁
は
別
し
て
髙
く
打
ち
切
る
な
り
。
此
の
打
切
の
音
を
聞
い
て
後
讃
発
音
な
り
。

　

南
無
阿
里
耶
の
句
三
反
す
る
に
、
近
世
初
二
三
重
に
唱
え
来
た
れ
り
。
其
の
由
緒
知
り
難
し
。
愚
推
義
し
て
い
わ
く
。
不
動
尊
は
両
部

通
じ
て

事
し
給
う
中
に
、
別
し
て
台
界
は
彼
の
尊
の
諸
事
を

於
し
給
う
故
に
、
其
の
報
恩
遮マ
ヽ

德
の
為
に
殊
更
に
こ
の
事
あ
る
か
。
尚

明

に
尋
ぬ
べ
し
。

　

後
夜

（
先
ず
金
一
丁
）。
次
に
発
音
。
當
流
は
「
白
衆
等
各
念
」
の
五
字
を
頭
と
な
す
。「
此
時
清
浄
」
已
下
助
音
な
り
。

　

次

向
方
便　

已
下
の
作
法
は
初
夜
に
准
じ
て
知
る
べ
し
。
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次
に
袈
裟
を
脱
い
で
受
者
に
授
け
て
着
せ
し
む
。
其
の
本も
と

の
袈
裟
を
も
っ
て
大
阿
闍
梨
着
す
云

　

　々

但
し
便
宜
に
隨
う
べ
し
。
一
図
に

非
ざ
る
の
み

　
『
具
支
式
』
及
び
権
僧
正
の
式
文
に
は
教
誡
の
儀
無
し
。
是
の
故
に
袈
裟
付
属
の
旨
を
述
ぶ
る
の
み
。

　

但
し
、
元
祖
の
教
誡
の
詞
こ
れ
あ
る
よ
り
知
ん
ぬ
。
古
来
よ
り
相
承
し
来
る
こ
と
久
し
。
故
に
『
1

治
承
記
』
に
い
わ
く
。「
大
阿
闍
梨

の
御
袈
裟
を
教
授

こ
れ
を
脱
が
し
め
、
受
者
に
着
け
し
め
了
る
。
2

乗
遍
参
向
し
て
受
者
の
袈
裟
を
こ
れ
を
脱
が
し
め
、
大
阿
闍
梨
に

代
り
着
せ
し
め
畢
る
。

　

次
に
大
阿
闍
梨
受
者
を
相
具
し
て
種
々
教
誡
。
五

を
授
く
。

　

教
誡
の
詞
、
頼

の
式
文
の
終
り
に
挙
る
と
こ
ろ
元
祖
憲
深
の
作
な
り
。『

伽
傳
燈
抄
』
第
八
に
、
憲
深
自
筆
の
折
紙
を
写
す
と
全

同
の
故
に
、
尤
も
信
用
す
べ
し
。
但
し
略
説
に
依
れ
ば
、
教
舜
の
教
誡
の
詞
を
用
う
べ
し
。
彼
の
文
に
い
わ
く
。「
生
々
に
佛
恩
を
報
じ
、

世
々
に

德
に
酬
い
、
敢
て

命
を
背
か
ず
教
理
に
違
せ
ず
、
修
学
を
も
っ
て
光
と
な
す
べ
し
」
の
由
こ
れ
を
教
誡
す
る
な
り
。

　

ま
た
洞
泉
和
上
の
い
わ
く
。「

告
げ
て
い
わ
く
。
此
の
秘
密
伝
法
の

則
は
、
両
部
内
證
の
肝
心
な
り
。
し
か
る
に
今
般
當
日
後
朝

共
晴
天
に
て
、
無
難
に
成
就
の
こ
と
冥
加
の
至
り
な
り
。
然
れ
ば
佛
恩
法
恩
及
び

恩
を
報
ぜ
ん
が
為
に
、
興
隆
密
教
修
学
是
れ
専
要
な

り
。
努ゆ
め
ゆ
め々

忽
請
す
る
こ
と
勿
れ
」

註
1 

『
治
承
記
』
正
蔵
78
四
二
一
ｃ

註
2 

乗
遍　

治
承
三
年
四
月
十
二
日
は
行
わ
れ
た
潅
頂
の
職
衆
の
讃
衆
の
一
人
と
し
て
乗
遍
大
法

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
自
等
不
詳
（
正
蔵
78
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四
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五
ｂ
）

　
1

次
に
新
阿
闍
梨
付
属
の
袈
裟
を
着
す

　

五

念
珠
を
持
し
て
列
祖
一
礼
宛
こ
れ
を
拝
す
。
但
し
大
阿
は
跡
よ
り
拝
む
可
き
な
り
。

　

若
し
ま
た
大
阿
初
め
よ
り
平
袈
裟
を
着
せ
ば
、
教
誡
の
時
、
先
ず
袈
裟
、
五

、
念
珠
次
第
し
て
悉
く
付
属
す
。
教
授
取
り
次
い
で

一
一
頂
戴
せ
し
む
。

　

或
は
ま
た
一
向
甲
乙
の
受
者
の
時
は
、
五
古
と
念
珠
と
計
り
付
属
し
て
袈
裟
の
付
属
に
及
ば
ざ
る
な
り
。

註
1 

こ
の
一
項
の
標
題
は
式
文
に
な
く
、
敢
て
玄

は
付
属
の
仕
方
を
述
べ
ん
が
為
こ
ゝ
に
設
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
赤
傘
蓋
を
も
っ
て
新
阿
闍
梨
の
上
に
覆
っ
て
八
大

を
巡
礼
し
、
了
っ
て
出
堂
。
輿こ
し

に
乗
る
儀
式
は
大
阿
闍
梨
入
堂
の
儀
式
の
如

し
云

　

々

　

汝
無
等
の
利
を
獲
て　

位
大
我
1

の
同
じ
ぬ

　

一
切
の
諸
の
如
来　
　

此
の
教
の
菩
薩
衆

　

皆
已
に
汝
を
摂
受
し
て　

大
事
を
成
弁
す

　

汝
等
明
日
に
お
い
て　

ま
さ
に
大
乗
の
法
を
得
べ
し

　
　
　
　
　

三
宝
院　

権
僧
正
御
作
な
り
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次
赤
傘
蓋
を
も
っ
て
新
阿
を
覆
い
等

　

新
阿
闍
梨
付
属
の
袈
裟
を
掛
け
、
五

念
珠
を
持
し
て
列
祖
各
一
礼
宛
こ
れ
を
拝
す
。
大
阿
跡
よ
り
合
堂
三
礼
す
。
列
祖
皆
し
か
な
り
。

　

乗
輿
儀
式
等

　

此
れ
は
還
列
の
儀
式
な
り
。

　

汝
無
等
の
利
を
獲
て
等

　

洞
泉
の
い
わ
く
。「
此
の
文
は
三
摩
耶
戒
の
式
に
あ
る
べ
き
な
り
。
彼
に
こ
れ
無
き
故
に
此
の
処
に
書
き
給
う
や
」
と
。

註
1 

原
文
は
「
の
」
で
あ
る
が
、
文
意
を
伺
え
ば
「
に
」
と
思
わ
れ
る
。


